
 

 

目黒区子ども総合計画改定に係る基礎調査（就学前児童保護者用）  

＜調査ご協力のお願い＞ 

日頃から区政にご理解とご協力をいただき、ありがとうございます。 

区では、目黒区子ども条例に基づき、「目黒区子ども総合計画」を策定し、さまざまな子育てサ

ービスを行っております。この計画は平成２６年度までとなっており、現在計画改定に向けての作

業をすすめています。また、子ども・子育て関連３法成立に伴う「子ども・子育て支援新制度」は、

区民の皆さんに現在の子育て支援サービス等の利用状況や今後の利用希望をおうかがいし、保育園

における待機児童の解消など乳幼児期の教育や保育、子育て支援の充実を計画的に行うこととして

おり、平成２７年度に本格的なスタートを目指しています。 

そこで、子育ての現状や子育てサービスのニーズを把握し、目黒区子ども総合計画改定に向けた

基礎資料とするため、８,000人（無作為抽出）の区民の方（就学前のお子さんを持つ保護者の方

３,000人、小学生のお子さんを持つ保護者の方２,000人、小学５年生の方１,000人、平成２６年

４月１日現在１４歳と１７歳の方各１,000人）を対象に調査を実施いたします。質問事項が多岐

にわたるうえ、複雑なものになっていることから大変お手数をおかけしますが、調査の趣旨をご理

解いただき、ご協力をお願いいたします。 

なお、調査にあたっては、個人情報の保護に徹し、調査結果につきましては、数字で表示し、個

人を特定することはございません。 

                 平成２５年１０月  目黒区長 青木 英二 

 子ども・子育て支援新制度とは？ ※制度の詳細は目黒区ホームページをご覧ください。 

幼児期の教育・保育、地域の子ども・子育て支援を総合的に推進する新しい制度です。 

１ 質の高い乳幼児期の学校教育・保育を総合的に提供します。 

２ 子育ての相談や一時預かりの場を増やすなど、地域の子育てを一層充実させます。 

３ 待機児童の解消のため、保育園などを計画的に整備し、保育ママや小規模保育など多様な保

育を充実させます。 

 調査票記入にあたってのお願い                       

１ ご記入は、宛名のお子さんの保護者の方にお願いいたします。保護者の方が複数いらっしゃ

る場合は、話し合いながらご記入をお願いいたします。 

２ 無記名のアンケート調査ですので、住所、氏名を記入する必要はありません。返信用封筒に

も記載しないようお願いいたします。 

３ ご記入後は、調査票を同封の返信用封筒に入れ、切手を貼らずに投函してください。 

平成２５年１１月１日（金）までにご返送くださるようお願い申し上げます。 

 

 

 

 

この調査について、ご不明な点やご質問がございましたら下記へお問い合わせください。 

If you have any questions about this survey, contact the number below. 

关于本次调查内容的咨询，请与下面联系。 

이 조사의 내용 등에 대해서는 아래에 문의하십시오.  

 

【お問合せ先】目黒区子育て支援部子育て支援課 子育て支援推進係 

電話 ０３－５７２２－８７２３  FAX ０３－５７２２－９３２８ 
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１．封筒の宛名のお子さんとご家族の状況について 

 

問１  宛名のお子さんがお住まいの住区として当てはまる番号１つに○をつけてください。 

１ 駒場 

２ 菅刈 

３ 東山 

４ 烏森 

５ 中目黒 

６ 田道 

７ 油面 

８ 上目黒 

９ 下目黒 

10 不動 

11 五本木 

12 鷹番 

13 月光原 

14 向原 

15 碑 

16 原町 

17 大岡山東 

18 大岡山西 

19 中根 

20 自由が丘 

21 八雲 

22 東根 

 

〈 目黒区住区一覧表 〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２  宛名のお子さんの生年月を□内に数字でご記入ください。 

平成      年       月 生まれ 

 

 

町 丁目 番 住区 町 丁目 番 住区 町 丁目 番 住区 町 丁目 番 住区

1丁目 1～44番 1丁目 1～11番 1丁目 1～16番 不動住区 1丁目 1～27番

2丁目 1～20番 2丁目 1～10番 2丁目 1～28番 1～14番

3丁目 1～12番 3丁目 1～24番 1番 15・l6番 中根住区

4丁目 1～9番 1～6番 2～7番 向原住区 17・18番 大岡山西住区

1丁目 1～30番 7～10番 田道住区 8～20番 19～23番 中根住区

2丁目 1～21番 11～16番 4丁目 1～25番 1～28番 大岡山西住区

3丁目 1～22番 1～7番 1～15番 向原住区 29～31番 中根住区

4丁目 1～9番 8～21番 油面住区 16・17番 月光原住区 32番 大岡山西住区

1・2番 東山住区 22・23番 中目黒住区 18～30番 向原住区 33～37番

3～9番 烏森住区 24～28番 上目黒住区 31～33番 2丁目 1～12番

10～15番 東山住区 1丁目 1～13番 1・2番 1丁目 1～23番

16～21番 烏森住区 2丁目 1～19番 3～11番 向原住区 2丁目 1～25番 自由が丘住区

22～25番 東山住区 1丁目 1～25番 12番 月光原住区 3丁目 1～11番 中根住区

26～29番 烏森住区 1～3番 13～17番 向原住区 1丁目 1～31番

30～35番 4～12番 下目黒住区 18～24番 碑住区 2丁目 1～23番

2丁目 1～26番 13～15番 1丁目 1～34番 向原住区 3丁目 1～l8番

3丁目 1～24番 1～3番 2丁目 1～24番 1丁目 1～22番 八雲住区

1丁目 1～12番 菅刈住区 4～21番 下目黒住区 1丁目 1～30番 1丁目 23～25番 自由が丘住区

1～23番 駒場住区 4丁目 1～26番 油面住区 2丁目 1～29番 2丁目 1～22番 中根住区

24番 東山住区 1丁目 1～8番 1丁目 1～24番 1丁目 1～34番 八雲住区

1番 菅刈住区 2丁目 1～24番 2丁目 1～15番 大岡山東住区 2丁目 1～30番

2～5番 中目黒住区 3丁目 1～24番 3丁目 1～15番 大岡山西住区 3丁目 1～11番

6～22番 菅刈住区 4丁目 1～23番 1丁目 1～28番 1丁目 1～12番

23～26番 5丁目 1～37番 2丁目 1～21番 2丁目 1～25番

1～45番 6丁目 1～22番 3丁目 1～19番 3丁目 1～32番 自由が丘住区

46～49番 1丁目 1～41番 4丁目 1～24番 4丁目 1～20番

1～3番 1～44番 5丁目 1～29番 5丁目 1～20番

4・5番 中目黒住区 45～50番 五本木住区 6丁目 1～14番 1丁目 1～36番

6～44番 烏森住区 1丁目 1～46番 上目黒住区 1丁目 1～18番 2丁目 1～16番

4丁目 1～42番 上目黒住区 2丁目 1～54番 2丁目 1～21番

1～4番 東山住区 3丁目 1～33番 3丁目 1～24番

5～12番 烏森住区 1丁目 1～32番

13～17番 東山住区 2丁目 1～20番

18・19番 烏森住区 1丁目 1～21番 鷹番住区

20～25番 東山住区 2丁目 1～40番 五本木住区

26～30番 烏森住区

31～33番 東山住区

目黒本町

原町

洗足

2丁目

田道住区

3丁目

三田

大橋
2丁目

鷹番

平町

大岡山

緑が丘

自由が丘

中根

柿の木板

6丁目

原町住区

月光原住区

南

碑文谷

祐天寺

中央町

上目黒住区

下目黒住区

不動住区

中町
油面住区

2丁目

五本木住区

下目黒

五本木

中目黒住区

烏森住区

中目黒住区

4丁目

中目黒住区

5丁目

目黒

中目黒

上目黒

1丁目

2丁目

3丁目

5丁目

東山

1丁目

東山住区

駒場 駒場住区

青葉台 菅刈住区

月光原住区

月光原住区

田道住区

大岡山西住区

中根住区

自由が丘住区

3丁目

5丁目

2丁目

1丁目

鷹番住区

東根住区

八雲住区

八雲

東が丘

東根住区

大岡山東住区

碑住区
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問３  宛名のお子さんのきょうだいは何人いらっしゃいますか。宛名のお子さんを含めた人数を□内に

数字でご記入ください。２人以上のお子さんがいらっしゃる場合は、末子の方の生年月をご記入く

ださい。 

きょうだい数       人       末子の生年月 平成        年        月 生まれ 

 
問４  この調査票にご回答いただく方はどなたですか。宛名のお子さんからみた関係で当てはまる番号

１つに○をつけてください。 

１．母親 ２．父親 ３．その他（                           ） 

 

問５  宛名のお子さんとご両親の同居・別居の状況についてうかがいます。当てはまる番号それぞれ１

つに○をつけてください。 

母親 父親 

１ 一緒に住んでいる 

２ 単身赴任等で別に住んでいる 

３ 別居している 

４ 死亡、離婚などでいない 

１ 一緒に住んでいる 

２ 単身赴任等で別に住んでいる 

３ 別居している 

４ 死亡、離婚などでいない 

 

問６  宛名のお子さんの子育てや教育を主に行っているのはどなたですか。お子さんからみた関係で当

てはまる番号１つに○をつけてください。 

１ 父母ともに 

２ 主に母親 

３ 主に父親 

４ 主に祖父母 

５ その他 

（                     ） 

 

 
 

２．子どもの育ちをめぐる環境について 

 

問７  宛名のお子さんの子育てや教育に、もっとも影響すると思われるもの１つに○をつけてください。 

１ 家庭 

２ 地域 

３ 保育園や幼稚園などの施設 

４ その他（                             ） 

 

問８  日頃、宛名のお子さんをみてもらえる親族・知人はいますか。当てはまる番号すべてに○をつけ

てください。 

１ 日常的に祖父母等の親族にみてもらえる 

２ 緊急時もしくは用事の際には祖父母等の親族にみてもらえる 

３ 日常的に子どもをみてもらえる友人・知人がいる 

４ 緊急時もしくは用事の際には子どもをみてもらえる友人・知人がいる 

５ いずれもいない 

 

問８－１へ 問８－２へ 
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問８で「１」または「２」を選ばれた方にうかがいます。 

問８－１  祖父母等の親族にお子さんをみてもらっている状況について当てはまる番号すべて

に○をつけてください。 

１ 祖父母等の親族の身体的・精神的な負担や時間的制約を心配することなく、安心して

子どもをみてもらえる 

２ 祖父母等の親族の身体的負担が大きく、心配である 

３ 祖父母等の親族の時間的制約や精神的な負担が大きく、心配である 

４ 自分たち親の立場として、負担をかけていることが心苦しい 

５ 子どもの教育や発達にとってふさわしい環境であるか、少し不安がある 

６ その他（                                  ） 

 

問８で「３」または「４」を選ばれた方にうかがいます。 

問８－２  友人・知人にお子さんをみてもらっている状況について当てはまる番号すべてに○をつけ

てください。 

１ 友人・知人の身体的・精神的な負担や時間的制約を心配することなく、安心して子どもを

みてもらえる 

２ 友人・知人の身体的負担が大きく、心配である 

３ 友人・知人の時間的制約や精神的な負担が大きく、心配である 

４ 自分たち親の立場として、負担をかけていることが心苦しい 

５ 子どもの教育や発育にとってふさわしい環境であるか、少し不安がある 

６ その他（                                     ） 

 

 

 

すべての方にうかがいます。 

問9  宛名のお子さんの子育てや教育をする上で、気軽に相談できる人はいますか。また、相談できる

場所はありますか。どちらか１つに○をつけてください。 

１ いる／ある ２ いない／ない 

 

問9で「１」を選ばれた方にうかがいます。 

問9－１  お子さんの子育てや教育に関して、気軽に相談できる先は、誰（どこ）ですか。当てはま

る番号すべてに○をつけてください。 

１ 配偶者・パートナー 

２ 祖父母等の親族 

３ 友人や知人 

４ 近所の人 

５ ほ・ねっとめぐろ 

６ 保健所・保健センター 

７ 児童館 

８ 保育園 

９ 幼稚園 

10 認定こども園 

11 民生委員・児童委員・主任児童委員 

12 かかりつけの医師 

13 区役所の子育て担当窓口 

14 NPOなどの子育て支援団体・子育てサークル 

15 その他 

（                                  ） 
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３．宛名のお子さんのご両親の就労状況について 

 

※ひとり親家庭の方は、父親または母親の該当する欄についてご記入ください。 

 

問10 現在の就労状況を（自営業、家族従事者含む）うかがいます。当てはまる番号それぞれ１つに

○をつけてください。 

母親 父親 

１ フルタイム（１週５日程度・１日８時間程

度の就労）で就労しており、産休・育休・

介護休業中ではない 

２ フルタイム（１週５日程度・１日８時間程

度の就労）で就労しているが、産休・育休・

介護休業中である 

３ パート・アルバイト等（「フルタイム」以

外の就労）で就労しており、産休・育休・

介護休業中ではない 

４ パート・アルバイト等（「フルタイム」以

外の就労）で就労しているが、産休・育休・

介護休業中である 

５ 以前は就労していたが、現在は就労してい

ない 

６ これまで就労したことがない 

１ フルタイム（１週５日程度・１日８時間程

度の就労）で就労しており、産休・育休・

介護休業中ではない 

２ フルタイム（１週５日程度・１日８時間程

度の就労）で就労しているが、産休・育休・

介護休業中である 

３ パート・アルバイト等（「フルタイム」以

外の就労）で就労しており、産休・育休・

介護休業中ではない 

４ パート・アルバイト等（「フルタイム」以

外の就労）で就労しているが、産休・育休・

介護休業中である 

５ 以前は就労していたが、現在は就労してい

ない 

６ これまで就労したことがない 

 

 

問10で「１」から「４」（就労している）を選ばれた方にうかがいます。 

問10－１ 勤務体系について当てはまる番号１つに○をつけてください。 

母親 父親 

１ 勤務時間は一定である（開始と終了時間

が決まっている） 

２ 交代制勤務である 

３ その他（                           ） 

１ 勤務時間は一定である（開始と終了時間

が決まっている） 

２ 交代制勤務である 

３ その他（                           ） 
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問10で「１」から「４」（就労している）を選ばれた方にうかがいます。 

問10－２ 通常、仕事のために家を出る時刻と家に着く時刻（帰宅時刻）を□内に数字でご記入く

ださい。定まっていない場合は、もっとも多い時刻を、自宅勤務の場合は、仕事開始時刻と

仕事終了時刻をご記入ください。（時刻は「18時30分ころ」（例）のように24時間制でお

答えください。）産休・育休・介護休業中の方は、休業に入る前の状況についてお答えくだ

さい。 

 母親 父親 

家を出る時刻 時       分ころ 時       分ころ 

家に着く時刻 時       分ころ 時       分ころ 

 

問10で「１」から「４」（就労している）を選ばれた方にうかがいます。 

問10－３ 週の「就労日数」と「就労時間（残業がある場合はその時間も含む）」などを□内に数字

でご記入ください。通常の時間を超えた残業がある場合は、月に何日くらいあるかとその時

に家を出る時刻と家に着く時刻を、問10－2と同様にご記入ください。また、休日出勤があ

る場合は、月に何日くらいあるかをご記入ください。 

 母親 父親 

就労日数 

と 

就労時間 

 

週に   日 

 

 

１日あたり       時間 

 

週に   日 

 

 

１日あたり       時間 

残業 

１ ない 

２ ある ⇒ 月に     日くらい 

家を出る時刻 

  時          分ころ 

家に着く時刻 

          時     分ころ 

１ ない 

２ ある ⇒ 月に     日くらい 

家を出る時刻 

  時          分ころ 

家に着く時刻 

          時     分ころ 

休日出勤 
１ ない 

２ ある ⇒ 月に     日くらい 

１ ない 

２ ある ⇒ 月に     日くらい 
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問11は、問10で「3」または「４」（パート・アルバイト等で就労している）を選ばれた方にうかが

います。 

問11  フルタイムへの転換希望はありますか。当てはまる番号１つに○をつけてください。 

母親 父親 

１ フルタイム（１週５日程度・１日８時間程

度の就労）への転換希望があり、実現でき

る見込みがある 

２ フルタイム（１週５日程度・１日８時間程

度の就労）への転換希望はあるが、実現で

きる見込みはない 

３ パート・アルバイト等（「フルタイム」以

外）の就労を続けることを希望 

４ パート・アルバイト等（「フルタイム」以

外）をやめて子育てや家事に専念したい 

１ フルタイム（１週５日程度・１日８時間程

度の就労）への転換希望があり、実現でき

る見込みがある 

２ フルタイム（１週５日程度・１日８時間程

度の就労）への転換希望はあるが、実現で

きる見込みはない 

３ パート・アルバイト等（「フルタイム」以

外）の就労を続けることを希望 

４ パート・アルバイト等（「フルタイム」以

外）をやめて子育てや家事に専念したい 

 

 

 

問12は、問10で「５」または「６」（現在就労していない）を選ばれた方にうかがいます。 

問12 就労したいという希望はありますか。当てはまる番号・記号それぞれ１つに○をつけ、該当す

る□内には数字をご記入ください。 

母親 父親 

１ 子育てや家事などに専念したいので就労は

希望しない 

２ １年より先、一番年少の子どもが 

        歳になったころに就労したい 

３ すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい

１ 子育てや家事などに専念したいので就労は

希望しない 

２ 1年より先、一番年少の子どもが 

        歳になったころに就労したい 

３ すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい

希望する就労形態 

ア フルタイム（１週５日程度・１日８時間程

度の就労） 

イ パートタイム、アルバイト等（「ア」以外） 

１週当たり            日 

１日当たり            時間 

希望する就労形態 

ア フルタイム（１週５日程度・１日８時間程

度の就労） 

イ パートタイム、アルバイト等（「ア」以外） 

１週当たり            日 

１日当たり            時間 
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すべての方にうかがいます。 

 

４．宛名のお子さんの平日の定期的な教育・保育事業の利用状況について 

 

※ここでいう「定期的な教育・保育事業」とは、月単位で定期的に利用している事業を指します。具体的に

は、幼稚園や保育園など、問 13-1 に示した事業のことです。 

 

問13  宛名のお子さんは現在、幼稚園や保育園などの「定期的な教育・保育の事業」を利用されてい

ますか。どちらか１つに○をつけてください。 

１ 利用している ２ 利用していない  ⇒  問13－５へ 

 

問13で「１」を選ばれた方にうかがいます。 

問13－１ 宛名のお子さんは、平日どのような教育・保育の事業を利用していますか。年間を通じ

て定期的に利用している事業の番号すべてに○をつけてください。 

１ 認可保育園（国等が定める基準に適合した施設で都道府県等の認可を受けたもの） 

２ 東京都認証保育所（東京都が定める設置基準を満たした施設で東京都の認証を受けたもの） 

３ 家庭的な保育（家庭福祉員が自宅等で保育するいわゆる保育ママ及び実施保育所が雇用し

た複数の家庭的保育者がマンション等で保育を行うグループ型小規模保育事業） 

４ 事業所内保育施設（企業が主に従業員用に運営する施設） 

５ 定期利用保育（認可保育園に入れなかった方を対象に単年度で預かる事業） 

６ その他の認可外保育施設（１から５以外の保育施設） 

７ 幼稚園（通常の就園時間の利用） 

８ 幼稚園の預かり保育（通常の就園時間を延長して預かる事業のうち定期的な利用のみ） 

９ 認定こども園（幼稚園と保育施設の機能を併せ持つ施設） 

10 ベビーシッター 

11 ファミリー・サポート・センター（地域住民が子どもを預かる事業で、区からの委託で

目黒区社会福祉協議会が実施） 

12 障害児通所施設 

13 その他（                                                                  ） 

 

問13で「１」を選ばれた方にうかがいます。 

問13－２ 問13－１で選ばれた事業や施設について、現在どのくらい利用していますか。また、希

望としてはどのくらい利用したいですか。□内に具体的な数字でご記入ください。時間は、

必ず （例）０９時～１８時のように２４時間制でご記入ください。複数利用している場合

には、通算した時間でご記入ください。 

（１）現在 

１週当たり      日   １日当たり           時間 （           時～            時） 

 

（２）希望 

１週当たり      日   １日当たり           時間 （           時～            時） 
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問13で「１」を選ばれた方にうかがいます。 

問13－３  現在、利用している問13－１で選ばれた事業や施設はどこにありますか。どちらか１つ

に○をつけてください。 

1 目黒区内 2 目黒区外 

 

問13－３で「２」を選ばれた方にうかがいます。 

問13－３－１  目黒区外の施設を利用している理由として当てはまる番号１つに○をつけてくださ

い。 

１ 目黒区の認可保育園に入れなかったから 

２ 現在利用の施設しか空いていなくて入れなかったから 

３ 保護者の通勤などの理由から 

４ 教育や保育に対する考え方などに共感したから 

５ 祖父母等親族の家の近くにあるから 

６ その他（                                    ） 

 

 

問13で「１」を選ばれた方にうかがいます。 

問13－４  平日に定期的に利用されている主な理由として当てはまる番号すべてに○をつけてくだ

さい。 

１ 子どもの教育や発達のため 

２ 子育てや教育をしている方が現在就労している 

３ 子育てや教育をしている方が就労予定がある／求職中である 

４ 子育てや教育をしている方が家族・親族などを介護している 

５ 子育てや教育をしている方が病気や障害がある 

６ 子育てや教育をしている方が学生である 

７ その他（                                     ） 

 

 

問13で「２」を選ばれた方にうかがいます。 

問13－５  利用していない理由は何ですか。理由として当てはまる番号すべてに○をつけてくださ

い。 

１ （子どもの教育や発達のため、子どもの母親か父親が就労していないなどの理由で）利

用する必要がない 

２ 子どもの祖父母や親戚の人がみている 

３ 近所の人や父母の友人・知人がみている 

４ 利用したいが、教育・保育の事業に空きがない 

５ 利用したいが、経済的な理由で事業を利用できない 

６ 利用したいが、延長・夜間等の時間帯の条件が合わない 

７ 利用したいが、事業の質や場所など、納得できる事業がない 

8 子どもがまだ小さいため（        歳くらいになったら利用しようと考えている） 

9 その他（                                    ） 
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すべての方にうかがいます。 

問14  現在の利用の状況にかかわらず、宛名のお子さんのために利用したいと希望する事業について

当てはまる番号すべてに○をつけてください。なお、これらの事業の利用には、一定の利用者負担

が発生します。認可保育園の場合、世帯収入に応じた利用料が設定されています。詳しくは区のホ

ームページをご覧ください。 

１ 認可保育園（国等が定める基準に適合した施設で都道府県等の認可を受けたもの） 

２ 東京都認証保育所（東京都が定める設置基準を満たした施設で東京都の認証を受けたもの） 

３ 家庭的な保育（家庭福祉員が自宅等で保育するいわゆる保育ママ及び実施保育所が雇用した

複数の家庭的保育者がマンション等で保育を行うグループ型小規模保育事業） 

４ 事業所内保育施設（企業が主に従業員用に運営する施設） 

５ 定期利用保育（認可保育園に入れなかった方を対象に単年度で預かる事業） 

６ 小規模保育（区が定める基準に適合した施設で、定員６人～１９人の３歳未満の児童を保育

する事業。２６年4月から実施予定） 

７ その他の認可外保育施設（１から６以外の保育施設） 

８ 幼稚園（通常の就園時間の利用） 

９ 幼稚園の預かり保育（通常の就園時間を延長して預かる事業のうち定期的な利用のみ） 

10 認定こども園（幼稚園と保育施設の機能を併せ持つ施設） 

11 居宅訪問型保育（ベビーシッター） 

12 ファミリー・サポート・センター（地域住民が子どもを預かる事業で、区からの委託で目黒

区社会福祉協議会が実施） 

13 障害児通所施設 

14 その他（                                                                   ） 

 

問15  教育・保育事業を利用したい場所についてうかがいます。当てはまる番号１つに○をつけてく

ださい。 

1 目黒区内 2 目黒区外 ３ どちらでもよい（こだわらない） 
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５．宛名のお子さんの地域の子育て支援事業の利用状況について 

 

問16  下記のサービス等について知っていたり、これまでに利用したことはありますか。また、今後、

利用したいと思いますか。サービス等ごとに、Ａ～Ｃのそれぞれについて、「はい」、「いいえ」の

どちらかに○をつけてください。 

 

 

 

Ａ 

知っている 

 

Ｂ 

これまでに利用 

したことがある 

Ｃ 

今後利用したい 

 

はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

回答例 １ ２ １ ２ １ ２ 

 ①目黒区子ども条例 １ ２   

＊1 
②めぐろ はあと ねっと 

（子どもの権利擁護委員制度） 
１ ２ １ ２ １ ２ 

 
③ほ・ねっとめぐろ 

（子育ての相談窓口） 
１ ２ １ ２ １ ２ 

＊2 ④子育てふれあいひろば １ ２ １ ２ １ ２ 

＊3 ⑤乳幼児クラブ １ ２ １ ２ １ ２ 

＊4 ⑥ベビー活動 １ ２ １ ２ １ ２ 

＊5 ⑦乳幼児のつどい １ ２ １ ２ １ ２ 

＊6 ⑧ファミリー・サポート・センター １ ２ １ ２ １ ２ 

 ⑨保育園や幼稚園の園庭等の開放 １ ２ １ ２ １ ２ 

 ⑩区立保育園の遊ぼう会・講座等 １ ２ １ ２ １ ２ 

＊7 
⑪区立幼稚園や区立認定こども園の子

育て支援事業 
１ ２ １ ２ １ ２ 

 ⑫児童館（一般利用） １ ２ １ ２ １ ２ 

 
⑬子ども・子育てねっと 

（ポータルサイト） 
１ ２ １ ２ １ ２ 

 
⑭区の子育て支援情報誌 

（子育てホッ！とブック） 
１ ２ １ ２ １ ２ 

 ⑮産前・産後支援ヘルパー派遣 １ ２ １ ２ １ ２ 

＊8 ⑯子どもショートステイ １ ２ １ ２ １ ２ 

 ⑰ひとり親ホームヘルプサービス事業 １ ２ １ ２ １ ２ 

 
⑱ハローベビークラス（母親学級）、

パパの育児教室、育児学級 
１ ２ １ ２ １ ２ 

 ⑲保健センターの情報・相談サービス １ ２ １ ２ １ ２ 

 ⑳家庭教育に関する講座 １ ２ １ ２ １ ２ 

 
○21 めぐろ学校サポートセンター 

教育相談室 
１ ２ １ ２ １ ２ 

＊印の付いている事業は、次ページの注釈を参照のこと 
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＊注 釈 

＊1  めぐろ はあと ねっと（子どもの権利擁護委員制度） 

いじめや差別、暴力など子どもが抱える問題を相談員や権利擁護委員が一緒に考え解決にむけ
て行動する制度です。 

＊2  子育てふれあいひろば 

乳幼児を持つ親と子どもが一緒に遊べるスペースです。専門の指導員がいて、一緒に遊んだり、
育児の相談をしたりすることもできます。現在、区内に８か所（保育園７か所、児童館１か所）
あります。 

＊3  乳幼児クラブ 

区内児童館と学童保育クラブで、０歳児から３歳児と保護者が１年間の年齢別のグループ活動
を楽しみながら、地域の中で交流することを目的にした週１回の登録制の事業です。 

＊4  ベビー活動 

区内児童館と学童保育クラブで、今年度４月２日以降に生まれた乳児と保護者がおしゃべりや
手遊び等をしながら交流する自由参加の乳児活動です。 

＊5  乳幼児のつどい 

区内児童館と学童保育クラブで、０歳児からの乳幼児と保護者が運動遊びや親子体操を楽しん
だり、子育てについての話を聞いたりする自由参加の事業です。 

＊6  ファミリー・サポート・センター 

区内在住の生後57日目から12歳（小学生）以下の子どもを対象に「子育ての手助けを希望す
る方（利用会員）」と「子育ての手助けができる方（協力会員）」が相互援助を行う会員制の組
織で、区からの委託で目黒区社会福祉協議会が実施しています。 

＊7  区立幼稚園や区立認定こども園の子育て支援事業 

未就園児と保護者の方を対象に、幼稚園及びこども園で遊ぶ楽しさを経験する場、また、保護
者の方が子育てについて語り合う場を提供しています。 

＊8  子どもショートステイ 

区内在住の3歳から12歳以下の子どもを対象に、保護者が病気・出産・看護・仕事などでお
子さんの面倒を見られないとき、区内の児童養護施設で短期間（1回につき7日以内）お預か
りする事業です。 
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問16で主要な地域の子育て支援事業である「③」から「⑧」までのサービスについて「Ｂ.これまで

に利用したことがある」の「１.はい」に○をつけた方にうかがいます。 

問17  現在は利用していますか。当てはまる番号に○をつけ、利用している場合は週もしくは月の利

用回数を□内に数字でご記入ください。 

１ 利用している 

 
③ほ・ねっとめぐろ 週    回 もしくは 月       回 

 
④子育てふれあいひろば 週   回 もしくは 月       回 

 
⑤乳幼児クラブ 週   回 もしくは 月       回 

 
⑥ベビー活動 週   回 もしくは 月       回 

 
⑦乳幼児のつどい 週   回 もしくは 月       回 

 ⑧ファミリー・サポート・

センター 
週   回 もしくは 月       回 

２ 今は利用していない  
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すべての方にうかがいます。 

問18 問16の③から⑧のような地域の子育て支援事業について、今は利用していないが、できれば今

後利用したい、あるいは、利用日数を増やしたいと思いますか。当てはまる番号１つに○をつけて

ください。 

１ 現在利用していないが、今後利用したい 

２ すでに利用しているが、今後利用日数を増やしたい 

３ 新たに利用したり、利用日数を増やしたいとは思わない 

 

問18で「１」または「２」を選ばれた方にうかがいます。 

問18－１  希望するおおよその利用回数（頻度）を□内に数字でご記入ください。 

③ほ・ねっとめぐろ 週   回 もしくは 月       回 

④子育てふれあいひろば 週   回 もしくは 月       回 

⑤乳幼児クラブ 週   回 もしくは 月       回 

⑥ベビー活動 週   回 もしくは 月       回 

⑦乳幼児のつどい 週   回 もしくは 月       回 

⑧ファミリー・サポート・センター 週   回 もしくは 月       回 

 

 

問18で「３」を選ばれた方にうかがいます。 

問18－２  その理由は何ですか。当てはまる番号すべてに○をつけてください。 

１ 子どもが保育園や幼稚園に通っているから 

２ 利用の手続きがわからないから 

３ 家から遠いから 

４ ひとりで参加するのは不安だから 

５ 以前利用したが内容が合わないから 

６ 現在の利用日数で十分だから 

７ その他 

（                     ） 
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すべての方にうかがいます。 

 

６．宛名のお子さんの土曜・休日や長期休暇中の「定期的」な教育・保育

事業の利用希望について 

 

問19 宛名のお子さんについて、土曜日と日曜日・祝日に、定期的な教育・保育の事業の利用希望は

ありますか（一時的な利用は除きます）。希望がある場合は、利用したい時間帯を□内に数字でご

記入ください。時間は、(例)０９時～１８時のように２４時間制でご記入ください。なお、これら

の事業の利用には、一定の利用者負担が発生します。 

 

※教育・保育事業とは、幼稚園、保育園、認可外保育施設などの事業を指しますが、親族・知人による

預かりは含みません。 

 

（１）土曜日 

１ 現在すでに利用している 

２ 利用する必要はない 

３ ほぼ毎週利用したい 

４ 月に１～２回は利用したい 

 

利用したい時間帯 

（      時 ～      時） 

 

（２）日曜・祝日 

１ 利用する必要はない 

２ ほぼ毎週利用したい 

３ 月に１～２回は利用したい 

利用したい時間帯 

（      時 ～      時） 

 

問19（１）で「４」もしくは（２）で「３」を選ばれた方にうかがいます。 

問19－１  毎週ではなく、月に１～２回利用したい理由は何ですか。当てはまる番号すべてに○を

つけてください。 

１ 月に数回仕事が入るため 

２ 平日に済ませられない用事をまとめて済ませるため 

３ 通院のため 

４ 親族の介護や手伝いが必要なため 

５ 兄弟姉妹の世話をするため 

６ リフレッシュするため 

７ その他 

（              ） 

 

 

「幼稚園」を利用されている方にうかがいます。 

問20 宛名のお子さんについて、夏休み・冬休みなど長期の休暇期間中の教育・保育の事業の利用を

希望しますか。希望がある場合は、利用したい時間帯を、 (例)０９時～１８時のように２４時間

制でご記入ください。なお、これらの事業の利用には、一定の利用者負担が発生します。 

１ 利用する必要はない 

２ 休みの期間中、ほぼ毎日利用したい 

３ 休みの期間中、週に数日利用したい 

利用したい時間帯 

（      時 ～      時） 

 

問20－１へ 
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問20で「３」を選ばれた方にうかがいます。 

問20－１ 毎日ではなく、週に数日利用したい理由は何ですか。当てはまる番号すべてに○をつけ

てください。 

１ 週に数回仕事が入るため 

２ 求職活動等のため 

３ 通院のため 

４ 買い物等の用事をまとめて済ませるため 

５ 親等親族の介護や手伝いが必要なため 

６ 兄弟姉妹の世話をするため 

７ リフレッシュするため 

８ その他（               ） 

 

 

７．宛名のお子さんの病気の際の対応について 

 

平日の定期的な教育・保育の事業を利用しているとお答えになった方（問13で「１」に○をつけた

方）にうかがいます。 

問21  この１年間に、宛名のお子さんが病気やケガで通常の事業が利用できなかったことはあります

か。どちらか１つに○をつけてください。 

１ あった ２ なかった ⇒ 問22へ 

  
問21で「１」を選ばれた方にうかがいます。 

問21－１  その際どのように対応しましたか。当てはまる番号すべてに○をつけ、この１年間にお

ける、それぞれの日数も□内に数字でご記入ください。（半日程度の対応の場合も１日とカ

ウントしてください。） 

１ 父親・母親とも休んだ        日 

２ 父親のみが休んだ        日 

３ 母親のみが休んだ        日 

４ （同居者を含む）親族・知人に子どもをみてもらった        日 

５ 就労していない父親または母親が子どもをみた        日 

６ 病児・病後児の保育＊ を利用した        日 

７ ベビーシッターを利用した        日 

８ 仕方なく子どもだけで留守番をさせた        日 

９ その他（ ）          日 

＊病児・病後児保育 

病中（病児）または病気の回復期（病後児）にあり集団保育が困難な子どもに、保育園や医療機関等

に併設された専用スペース等において保育や看護ケアを行うサービスです。目黒区には保育園等に通

う乳幼児に対し、病気の回復期で集団保育が困難な時期に病後児保育を行う施設が３か所あります。 
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問21－１で「１」から「３」のいずれかを選ばれた方にうかがいます。 

問21－１－１  その際、「できれば病児・病後児のための保育施設等を利用したい」と思われました

か。どちらか１つに○をつけ、日数についても□内に数字でご記入ください。なお、病児・

病後児のための事業等の利用には、一定の利用料がかかり、利用前にかかりつけ医の受診が

必要となります。 

１ できれば病児・病後児保育施設等を利用したい ⇒  病児保育施設              日 

                                                    病後児保育施設            日 

２ 利用したいとは思わない 

 
 

問21－１－１で「１」を選ばれた方にうかがいます。 

問21－１－１－１  病児・病後児保育施設に子どもを預ける場合、どのような事業形態が望

ましいと思われますか。当てはまる番号すべてに○をつけてください。 

１ 幼稚園や保育園等に併設した施設で子どもを保育する事業 

２ 小児科に併設した施設で子どもを保育する事業 

３ 区民等が子育て家庭等の身近な場所で保育する事業（例：ファミリー・サポート・

センター、地域のNPO等） 

４ その他（                                 ） 

 

 

問21－１－１で「２」を選ばれた方にうかがいます。 

問21－１－１－２  そう思われる理由について当てはまる番号すべてに○をつけてください。 

１ 病児・病後児を他人に看てもらうのは不安 

２ 地域の事業の質に不安がある 

３ 地域の事業の利便性（立地や利用可能時間日数など）がよくない 

４ 利用料がかかる・高い 

５ 利用料がわからない 

６ 親が仕事を休んで対応する 

７ 利用の方法がわからない 

８ その他（                                                     ） 
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問21－１で「４」から「９」のいずれかを選ばれた方にうかがいます。 

問21－１－２ その制度を利用した理由について当てはまる番号すべてに○をつけてください。 

１ 子どもの看護を理由に休みがとれない 

２ 自営業なので休めない 

３ 休暇日数が足りないので休めない 

４ 仕事を調整してまで休むほどではなかった 

５ その他 

（                      ） 

 

 

 

すべての方にうかがいます。 
 

８．宛名のお子さんの不定期の教育・保育事業や宿泊を伴う一時預かり等

の利用について 

 

問22 宛名のお子さんについて、私用、親の通院、不定期の就労等のために不定期で利用している事

業はありますか。ある場合は、当てはまる番号すべてに○をつけ、１年間のおおよその利用日数も

□内に数字でご記入ください。 

1 一時預かり 

（私用など理由を問わずに保育園などで一時的に子どもを保育する事業） 
日 

２ 幼稚園の預かり保育 

（通常の就園時間を延長して預かる事業のうち不定期に利用する場合のみ） 
日 

３ ファミリー・サポート・センター 

（地域住民が子どもを預かる事業で、区からの委託で目黒区社会福祉 

協議会が実施） 

日 

４ 子どもショートステイ 

（児童養護施設等で一定期間、子どもを預かる事業） 
日 

５ ベビーシッター 日 

６ その他（                                 ） 日 

７ 利用していない 
 

 

 

 

 

  問22－１へ 
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問22で「7」を選ばれた方にうかがいます。 

問22－１  現在利用していない理由は何ですか。当てはまる番号すべてに○をつけてください。 

１ 特に利用する必要がない 

２ 利用したい事業が地域にない 

３ 地域の事業の質に不安がある 

４ 地域の事業の利便性（立地や利用可能時間・日数など）がよくない 

５ 利用料がかかる・高い 

６ 利用料がわからない 

７ 自分が事業の対象者になるのかどうかわからない 

８ 事業の利用方法（手続き等）がわからない 

９ その他（                                                        ） 

 

 

問23 宛名のお子さんについて、私用、親の通院、不定期の就労等のために、年間何日くらい事業を

利用する必要があると思いますか。利用希望の有無について当てはまる番号・記号すべてに○をつ

け、必要な日数をご記入ください（利用したい日数の合計と、目的別の内訳の日数を□内に数字で

ご記入ください。）。なお事業の利用にあたっては、一定の利用料がかかります。 

１ 利用したい 

 
計                日 

 
ア 私用（買物、子ども（兄弟姉妹を含む）や親の習

い事等）、リフレッシュ目的 
日 

 
イ 冠婚葬祭、学校行事、子ども（兄弟姉妹を含む）

や親の通院 等 
日 

 

ウ 不定期の就労 日 

 

エ その他（                     ） 日 

２ 利用する必要はない ⇒  問25へ 

 

問23で「ア」から「エ」を選ばれた方にうかがいます。 

問23－１ 問23のためにお子さんを預ける場合、どのような事業形態が望ましいと思われますか。

当てはまる番号すべてに○をつけてください。 

１ 幼稚園や保育園などで子どもを保育する事業 

２ 保育ママなど小規模に子どもを保育する事業 

３ 区民等が子育て家庭等の近くの場所で保育する事業（例：ファミリー・サポート・センター、

地域のNPO等） 

４ その他（                                           ） 
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問24  この１年間に、保護者の用事（冠婚葬祭、保護者・家族の病気など）により、宛名のお子さん

を泊りがけで家族以外にみてもらわなければならないことはありましたか（預け先が見つからなか

った場合も含みます）。あった場合は、対応方法として当てはまる番号すべてに○をつけ、それぞ

れの日数も□内に数字でご記入ください。 

１ あった ア （同居者を含む）親族・知人にみてもらった 泊 

 
イ 子どもショートステイを利用した（児童養護施設等で一定期

間、子どもを預かる事業） 
泊 

 ウ イ以外の保育事業（認可外保育施設、ベビーシッター等）を

利用した 
泊 

 
エ 仕方なく子どもを同行した 泊 

 
オ 仕方なく子どもだけで留守番をさせた  泊 

 
カ その他（                               ） 泊 

２ なかった 
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すべての方にうかがいます。 

 

９．小学校就学後の放課後の過ごし方について 

 

問25 宛名のお子さんについて、小学校低学年（１～３年生）のうちは、放課後（平日の小学校終了

後）の時間をどのような場所で過ごさせたいと思いますか。当てはまる番号すべてに○をつけ、そ

れぞれ希望する週当たり日数を数字でご記入ください。また、「学童保育クラブ」、「ランドセル来

館」、「全児童対策事業」には、利用を希望する時間も□内に数字でご記入ください。時間は必ず（例）

１８時のように２４時間制でご記入ください。 

１ 自宅 週       日くらい 

２ 祖父母宅や友人・知人宅 週      日くらい 

３ 習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など） 週      日くらい 

４ 児童館 週      日くらい 

５ 放課後フリークラブ事業＊１ 

（ランドセルひろば・子ども教室） 
週      日くらい 

６ 学童保育クラブ＊2 週     日くらい → 下校時から           時まで 

７ ランドセル来館＊3 週     日くらい → 下校時から           時まで 

８ ファミリー・サポート・センター 週      日くらい 

９ 全児童対策事業＊4 週     日くらい → 下校時から           時まで 

10 図書館 週      日くらい 

11 公園 週      日くらい 

12 その他（住区センター、社会教育館、体育館などの公共施設） 週     日くらい 
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＊ 注 釈 

＊１ 放課後フリークラブ 

小学生の放課後及び学校休業日に学校施設等を利用して、子どもたちの安全安心な居場所を確
保するとともに、地域の人材を活用して、子どもたちにさまざまな体験の機会を提供すること
により、自主性、創造性、社会性等を養うことを目的とした事業です。保護者の就労にかかわ
らず、すべての小学生が利用できます。 

＊２ 学童保育クラブ 

小学校に就学している１年生から３年生までの児童を対象に、その保護者が労働等により昼間
家庭にいないものに、政令で定める基準に従い、授業の終了後に児童厚生施設等の施設を利用
して適切な遊び及び生活の場を与えて、その健全な育成を図る事業です。事業の利用にあたっ
ては、利用料がかかります。詳しくは区のホームページをご覧ください。 

＊３ ランドセル来館 

小学生の放課後のまとまった遊び場所や時間を確保できるように、登録制で下校後自宅に帰宅
しないで、ランドセルを背負ったまま児童館に来館できる事業です。保護者の方が就労等のた
め、家庭で保育できない場合でもご利用できます。 

＊４ 全児童対策事業 

学童保育クラブのように留守家庭児童だけではなく、小学校の1年生から６年生までの希望す
る児童を対象に、主に学校施設を活用し、遊びと学びを通して、子どもたちの成長を育む、安
全な放課後の居場所を提供する事業です。現在、目黒区ではこの事業は実施していません。 
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問26 宛名のお子さんについて、小学校高学年（４～６年生）になったら、放課後（平日の小学校終

了後）の時間をどのような場所で過ごさせたいと思いますか。当てはまる番号すべてに○をつけ、

それぞれの週当たり日数を数字でご記入ください。また、「学童保育クラブ」、「ランドセル来館」、

「全児童対策事業」には利用を希望する時間も□内に数字でご記入ください。時間は、必ず（例）

１８時のように２４時間制でご記入ください。 

※  宛名のお子さんにとっては、だいぶ先のことになりますが、現在お持ちのイメージでお答え

ください。 

１ 自宅 週       日くらい 

２ 祖父母宅や友人・知人宅 週      日くらい 

３ 習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など） 週      日くらい 

４ 児童館 週      日くらい 

５ 放課後フリークラブ事業 

（ランドセルひろば・子ども教室） 
週      日くらい 

６ 学童保育クラブ 週     日くらい → 下校時から           時まで 

７ ランドセル来館 週     日くらい → 下校時から           時まで 

８ ファミリー・サポート・センター 週      日くらい 

９ 全児童対策事業 週     日くらい → 下校時から           時まで 

10 図書館 週      日くらい 

11 公園 週      日くらい 

12 その他（住区センター、社会教育館、体育館などの公共施設） 週      日くらい 
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問25または問26で「６」を選ばれた方にうかがいます。 

問26－１ 宛名のお子さんについて、土曜日と日曜日・祝日に、学童保育クラブの利用希望はあり

ますか。事業の利用には、一定の利用料がかかります。（１）（２）それぞれについて、当て

はまる番号１つに○をつけてください。また利用したい時間帯を、□内に（例）０９時～

１８時のように２４時間制でご記入ください。 

 

（１）土曜日 

１ 低学年（１～３年生）の間は利用したい 

２ 高学年（４～６年生）になっても利用したい 

３ 利用する必要はない 

利用したい時間帯 

（      時 ～      時） 

 

（２）日曜・祝日 

１ 低学年（１～３年生）の間は利用したい 

２ 高学年（４～６年生）になっても利用したい 

３ 利用する必要はない 

利用したい時間帯 

（      時 ～      時） 

 

 

 

問27 宛名のお子さんについて、お子さんの夏休み・冬休みなどの長期の休暇期間中の学童保育クラ

ブの利用希望はありますか。事業の利用には、一定の利用料がかかります。当てはまる番号１つに

○をつけてください。また利用したい時間帯を、□内に（例）０９時～１８時 のように２４時間

制でご記入ください。 

１ 低学年（１～３年生）の間は利用したい 

２ 高学年（４～６年生）になっても利用したい 

３ 利用する必要はない 

利用したい時間帯 

（      時 ～      時） 
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すべての方にうかがいます。 
 

１０．育児休業や短時間勤務制度など子育てと職場の両立支援制度について 

 

問28  宛名のお子さんが生まれた時、父母のいずれかもしくは双方が育児休業を取得しましたか。母

親、父親それぞれについて、当てはまる番号１つに○をつけてください。 

母親（いずれかに○） 父親（いずれかに○） 

１ 働いていなかった 

２ 取得した（取得中である） 

３ 取得していない 

     取得していない理由の番号 

すべてに○をつけてください 

１ 働いていなかった 

２ 取得した（取得中である） 

３ 取得していない 

      取得していない理由の番号 

すべてに○をつけてください 

 

 

１ 職場に育児休業を取りにくい雰囲気が

あった 

２ 仕事が忙しかった 

３ （産休後に）仕事に早く復帰したかった 

４ 仕事に戻るのが難しそうだった 

５ 昇給・昇格などが遅れそうだった 

６ 収入減となり、経済的に苦しくなる 

７ 保育園などに預けることができた 

８ 配偶者が育児休業制度を利用した 

９ 配偶者が無職、祖父母等の親族にみてもら

えるなど、制度を利用する必要がなかった 

10 子育てや家事に専念するため退職した 

11 職場に育児休業の制度がなかった（就業

規則に定めがなかった） 

12 有期雇用のため育児休業の取得要件を

満たさなかった 

13 育児休業を取得できることを知らな

かった 

14 出産前に退職した 

15 その他（                 ） 

１ 職場に育児休業を取りにくい雰囲気が

あった 

２ 仕事が忙しかった 

３ 仕事に戻るのが難しそうだった 

４ 昇給・昇格などが遅れそうだった 

５ 収入減となり、経済的に苦しくなる 

６ 保育園などに預けることができた 

７ 配偶者が育児休業制度を利用した 

８ 配偶者が無職、祖父母等の親族にみてもら

えるなど、制度を利用する必要がなかった 

９ 子育てや家事に専念するため退職した 

10 職場に育児休業の制度がなかった（就業

規則に定めがなかった） 

11 有期雇用のため育児休業の取得要件を

満たさなかった 

12 育児休業を取得できることを知らな

かった 

13 その他（                 ） 
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問28で「２」を選ばれた方にうかがいます。 

問28－１ 育児休業取得後、職場に復帰しましたか。当てはまる番号１つに○をつけてください。 

母親 父親 

１ 育児休業取得後、職場に復帰した 

２ 現在も育児休業中である 

３ 育児休業中に離職した 

１ 育児休業取得後、職場に復帰した 

２ 現在も育児休業中である 

３ 育児休業中に離職した 

 

問28－１で「１」を選ばれた方にうかがいます。 

問28－１－１ 育児休業から職場に復帰したのは、年度初めの保育園入園に合わせたタイミングで

したか。あるいはそれ以外でしたか。どちらか１つに○をつけてください。※年度初めでの

認可保育園入園を希望して、１月～２月頃復帰して一時的に認可外保育園に入園した場合な

ども「1」を選択してください。また、年度初めでの入園を希望して復帰したが、実際には

希望する保育園に入園できなかったという場合も「1」としてください。 

母親 父親 

１ 年度初めの入園に合わせたタイミング

だった 

２ それ以外だった 

１ 年度初めの入園に合わせたタイミング

だった 

２ それ以外だった 

 

問28－１で「１」を選ばれた方にうかがいます。 

問28－１－２ 育児休業からは、「実際」にお子さんが何歳何ヶ月のときに職場復帰しましたか。ま

た、お勤め先の育児休業の制度の期間内で、何歳何ヶ月のときまで取りたかったですか。□

内に数字でご記入ください。 

母親 父親 

実際           歳             ヶ月 

希望           歳             ヶ月 

実際           歳             ヶ月 

希望           歳             ヶ月 

 

 

問28－１－２で実際の復帰と希望が異なる方にうかがいます。 

問28－１－２－１  希望の時期に職場復帰しなかった理由についてうかがいます。 

（１）「希望」より早く復帰した方は、次の当てはまる番号すべてに○をつけてください。 

母親 父親 

１ 希望する保育園に入るため 

２ 配偶者や家族の希望があったため 

３ 経済的な理由で早く復帰する必要が

あった 

４ 人事異動や業務の節目の時期に合わ

せるため 

５ その他（                  ） 

１ 希望する保育園に入るため 

２ 配偶者や家族の希望があったため 

３ 経済的な理由で早く復帰する必要が

あった 

４ 人事異動や業務の節目の時期に合わ

せるため 

５ その他（                 ） 
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（２）「希望」より遅く復帰した方は、次の当てはまる番号すべてに○をつけてください。 

母親 父親 

１ 希望する保育園に入れなかったため 

２ 自分や子どもなどの体調が思わしく

なかったため 

３ 配偶者や家族の希望があったため 

４ 職場の受け入れ態勢が整っていなか

ったため 

５ 子どもをみてくれる人がいなかった

ため 

６ その他（              ） 

１ 希望する保育園に入れなかったため 

２ 自分や子どもなどの体調が思わしく

なかったため 

３ 配偶者や家族の希望があったため 

４ 職場の受け入れ態勢が整っていなか

ったため 

５ 子どもをみてくれる人がいなかった

ため 

６ その他（              ） 

 

 

問28－１で「１」を選ばれた方にうかがいます。 

問28－１－３ お勤め先に、育児のために３歳まで休暇を取得できる制度があった場合、「希望」と

してはお子さんが何歳何ヶ月のときまで取りたかったですか。□内に数字でご記入ください。 

母親 父親 

歳             ヶ月 歳             ヶ月 

 

問28－１で「１」を選ばれた方にうかがいます。 

問28－１－４ 育児休業からの職場復帰時には、短時間勤務制度を利用しましたか。どちらか1つに

○をつけてください。 

母親 父親 

１ 短時間勤務制度を利用した 

２ 短時間勤務制度を利用しなかった 

１ 短時間勤務制度を利用した 

２ 短時間勤務制度を利用しなかった 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問28－１－４－１へ 
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問28－１－４で「２」を選ばれた方にうかがいます。 

問28－１－４－１ 短時間勤務制度を利用しなかった理由について、当てはまる番号すべてに○を

つけてください。 

母親 父親 

１ 職場に短時間勤務制度を取りにくい

雰囲気があった 

２ 仕事が忙しかった 

３ 短時間勤務にすると給与が減額され、

経済的に苦しくなる 

４ 短時間勤務にすると保育園の入園申

請の優先順位が下がる 

５ 配偶者が育児休業制度や短時間勤務

制度を利用した 

６ 配偶者が無職、祖父母等の親族にみても

らえるなどなど、制度を利用する必要が

なかった 

７ 子育てや家事に専念するため退職した 

８ 職場に短時間勤務制度がなかった（就

業規則に定めがなかった） 

９ 短時間勤務制度を利用できることを

知らなかった 

10 その他 

（                      ） 

１ 職場に短時間勤務制度を取りにくい

雰囲気があった 

２ 仕事が忙しかった 

３ 短時間勤務にすると給与が減額され、

経済的に苦しくなる 

４ 短時間勤務にすると保育園の入園申

請の優先順位が下がる 

５ 配偶者が育児休業制度や短時間勤務

制度を利用した 

６ 配偶者が無職、祖父母等の親族にみても

らえるなどなど、制度を利用する必要が

なかった 

７ 子育てや家事に専念するため退職した 

８ 職場に短時間勤務制度がなかった（就

業規則に定めがなかった） 

９ 短時間勤務制度を利用できることを

知らなかった 

10 その他 

（                      ） 

 

 

 

問28－１で「２」を選ばれた方で、お子さんが１歳未満の方にうかがいます。 

問28－２  宛名のお子さんが１歳になったときに必ず利用できる事業があれば、１歳になるまで育

児休業を取得しますか。または、預けられる事業があっても1歳になる前に復帰しますか。

当てはまる番号１つに○をつけてください。 

母親 父親 

１ １歳になるまで育児休業を取得したい 

２ １歳になる前に復帰したい 

３ わからない 

１ １歳になるまで育児休業を取得したい 

２ １歳になる前に復帰したい 

３ わからない 

 

問28－１で「２」を選ばれた方にうかがいます。 

問28－３ 現時点で宛名のお子さんが何歳何ヶ月になるまで育児休業を取得する予定ですか。□内

に数字でご記入ください。 

母親 父親 

歳             ヶ月 歳             ヶ月 
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すべての方にうかがいます。 

問29 子どもが原則１歳（保育所における保育の実施が行われないなど一定の要件を満たす場合は１

歳６月）になるまで育児休業給付が支給される制度と、子どもが満３歳になるまでの育児休業等（法

定の育児休業及び企業が法定を上回る期間設けた育児休業に準ずる措置）期間について健康保険及

び厚生年金保険の保険料が免除になる制度があります。この２つの制度をご存じでしたか。当ては

まる番号１つに○をつけてください。 

１ 育児休業給付、保険料免除のいずれも知っていた 

２ 育児休業給付のみ知っていた 

３ 保険料免除のみ知っていた 

４ 育児休業給付、保険料免除のいずれも知らなかった 

 

 

 

１１．子育てについて 

 

問30  あなたは子育てが楽しいと感じますか。当てはまる番号１つに○をつけてください。 

１ 楽しいと感じることが多い 

２ 楽しいと感じることが少ない 

３ どちらともいえない 

４ その他（ ） 

 

問31  子育ての中で、日頃悩んでいることや困っていることはありますか。どちらか１つに○をつけ

てください。 

１ ある ２ 特にない 

 

問31で「１」を選ばれた方にうかがいます。 

問31－１ 悩みなどを解決するために、どのような支援・対策があるとよいですか。当てはまる番

号の上位３つに○をつけてください。 

１ 地域による子育て支援の充実 

２ 保育サービスの充実 

３ 子育て相談窓口の充実 

４ 子育て支援のネットワークづくり 

５ 地域の子どもの居場所・活動拠点の 

充実 

６ 妊娠・出産に対する支援 

７ 子どもの健康に対する安心 

８ 父親の育児促進 

９ 仕事と子育ての両立支援 

10 子どもを対象にした犯罪・事故の軽減 

11 子育てに困っている家庭への支援 

12 子育てしやすい住居・まちの環境面での 

充実 

13 多子世帯への支援策の充実 

14 各種手当などの経済的支援の充実  

15 その他 

（                                   ） 

 
 
 



 

 29

問32  宛名のお子さんの発育について気になることがありますか。どちらか１つに○をつけてくださ

い。 

１ ある ２ ない ⇒ 問33へ 

  
問32で「１」を選ばれた方にうかがいます。 

問32－１  お子さんの発育について、あなたが、安心して相談できるところがありますか。当ては

まる番号１つに○をつけてください。 

１ ある ２ ない ３ あるかないか知らない 

 

問32－１で「１」を選ばれた方にうかがいます。 

問32—１－１  それはどこですか。当てはまる番号すべてに○をつけてください。 

１ すくすくのびのび園 

２ 心身障害者センターあいアイ館 

３ 保健センター 

４ かかりつけ医・専門医療機関 

５ 保育園 

６ 幼稚園 

７ 認定こども園 

８ 子ども家庭支援センター 

９ 児童相談所 

10 その他（                     ） 

 

問32－１で「２」または「３」を選ばれた方にうかがいます。 

問32ー１－２  どのような窓口があるとよいですか。当てはまる番号１つに○をつけてください。 

１ 総合的な相談窓口 

２ 専門性の高い相談窓口 

３ （保育園や幼稚園など）身近な施設での相談窓口 

４ 電話や電子メールによる相談 

５ 同じ悩みや障害をもつ人や、その家族による相談窓口 

６ その他（                                                    ） 
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すべての方にうかがいます。 

問33  宛名のお子さんは障害をもっていますか。当てはまる番号１つに○をつけてください。 

１ はい ２ いいえ ３ わからない 

  
問33で「１」を選ばれた方にうかがいます。 

問33－１  障害をもつお子さんを育てている保護者への子育て支援として、充実してほしいと思う

サービスは何ですか。当てはまる番号すべてに○をつけてください。 

１ 障害児保育の充実 

２ 療育相談の充実 

３ 療育施設の充実 

４ 子育て相談の充実 

５ 一時保育等の障害児対応の充実 

６ 道路や施設等のバリアフリーの推進 

７ 地域での親のネットワークや交流支援 

８ 地域の人々による障害児育児支援 

９ その他（                               ） 

10 特にない 

 

 

問34  親子で日常的に公園を利用していますか。どちらか１つに○をつけてください。 

１ 利用している ２ 利用していない 

  
問34で「１」を選ばれた方にうかがいます。 

問34－１ 主に自宅から徒歩何分くらいで行ける公園を利用していますか。当てはまる

番号１つに○をつけてください。 

１ ５分以内 

２ 10分以内 

３ 20分以内 

４ 30分以内 

５ 30分以上 

 

 

問34で「２」を選ばれた方にうかがいます。 

問34－２  その理由は何ですか。当てはまる番号すべてに○をつけてください。 

１ 暗くて見通しが悪い 

２ 青少年の溜まり場となり、風紀が良くない 

３ ゴミやペットの糞尿等で汚れている 

４ 遊具やベンチ等の施設が老朽化し、破損している 

５ ベビーカー等が使いづらい 

６ 利用したいと思う魅力がない 

７ 徒歩で通える身近な公園がない 

８  その他（                                                                     ） 
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すべての方にうかがいます。 

問35  区では、身近にある公園（児童遊園等）を「行って楽しい」と思える公園にしていきたいと考

えますが、子育てをするなかで、このような公園をどのように利用したいですか。当てはまる番号

の上位３つに○をつけてください。 

１ ターザンロープやすべり台、土管やタイヤ等の公園の主役となるような遊具で遊ぶ 

２ 動物の形の置物やスイング遊具、砂場等の小さな遊具で遊ぶ 

３ ひろばでキャッチボールやサッカーをして遊ぶ 

４ 原っぱや水辺で生き物や野鳥を観察する 

５ 花を植えたり落ち葉や木の実拾いなどをして自然に親しむ 

６ 木陰や原っぱでお弁当を食べたり、のんびりくつろいだりする 

７ 夏祭りなど季節の行事に参加する 

８ その他（                                                             ） 

 

問36  しつけと虐待の違いについてお聞きします。次の項目のうち、あなたが虐待だと思う番号すべ

てに○をつけてください。 

１ 子どもに勉強をするように言ってもやらないと、いつもたたく 

２ 子どもが保護者との約束を破ると、その都度、大きな声をあげる 

３ 子どもを自立させるために、日常的に子どもの衣食の世話をしない 

４ 子どもが保護者の気に入らないことをするので、いつも無視したり、子どもの心を傷つける

言葉を繰り返し言う 

５ 子どもが甘えてくると、日常的に拒否的な態度を示す 

 

問37  あなたは、すべての人に、子どもを虐待しているのを発見したときは「通告の義務」があるこ

とを知っていますか。どちらか１つに○をつけてください。 

１ 知っている ２ 知らなかった 

 
 
問38 最後に、教育・保育環境の充実など子育ての環境や支援に関してご意見がございましたら、ご

自由にご記入ください。（スペースが不足する場合は、別紙にご記入ください） 

   

   

   

   

   

   

   

 

調査にご協力いただきまして、ありがとうございました。 

切手は貼らずに同封の封筒に入れ、ご投函ください。 

 


